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町に不可欠な
住民参画と
計画行政

　厳しい財政状況の福智町ですが、財政再建だけでは町の発

展が望めないのも事実です。今は行財政改革を優先し、支出

を抑制しつつ、将来への投資も限られた範囲で、しかも合理

的かつ計画的に行わなければなりません。そこに、財政負担

を伴わない創意工夫をこらした振興策が求められます。今は

総合計画と行革プランの歯車をかみ合わせ、決して行政の独

りよがりではなく、住民の意向を反映した実施計画を策定した

いと考えています。住民参画と計画行政を柱に据え、住民と

一体となった、名実共に「一つになるまち」を目指していきます。
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■ 土地利用計画の策定と国土調査事業の推進
■ 計画的な土地利用と五感に響く景観づくりの推進
■ 農業振興地域整備計画の見直し

1 計画的な土地利用の推進

■ 準都市計画区域の指定に伴う用途地域等指定の検討
■ 美しい街なみ景観にあふれた市街地空間の形成

2 魅力と活気に満ちた市街地の整備

■ 平成筑豊鉄道における経営改善施策の推進
■ バス路線の充実・強化

4 公共交通機関の充実

■ 主要地方道、一般県道の計画的道路整備に対する県への要請
■ 生活に密着した安全で人に優しい町道整備の推進
■ 橋梁整備の推進

3 安全・安心な道路体系の整備

■ 良質な住宅供給の推進
■ 民間活用による快適な住宅環境づくり

5 良好な住宅環境の整備

■ 町民に愛される公園・緑地の整備
6 心安らぐ公園・緑地の整備

■ 情報・通信受発信基盤の充実
■ 情報教育等による人材の育成等

7 高度情報通信基盤の活用

■ 保健事業と健康づくりの推進　■ 医療体制の充実
■ 公立診療所の改善　■ 救急体制のあり方
■ 乳幼児医療・母子保健事業の充実　■ 感染症予防の推進

1 生涯にわたるいきいきとした健康社会の実現

■ 住民が参加・参画する取組みの推進
■ 総合相談窓口の設置　■ 情報収集・提供体制の確立
■ 小地域福祉活動の推進
■ ボランティアの拠点づくりと活動の強化
■ 福祉教育の推進　■ こころのバリアフリー化
■ 総合支援システムの構築
■ 社会的資源の活用による福祉サービスの充実
■ 福祉起業への支援　■ ファミリー・サポート・センターの設置

2 安心とゆとりのある地域福祉の実現

■ 子どもへの支援　■ 子育て家庭への支援
■ 子育てサービスの充実　■ 地域における子育て支援
■ 次世代を育む若い世代への支援

4 安心して産み、育てやすい子育て支援の推進

■ 自立生活を支援する福祉サービスの充実
■ 雇用・就労の促進　■ 社会参加と地域活動の拠点づくり
■ 啓発・広報の推進

5 障がい者福祉の充実と障がい者の自立促進

■ 見守り体制づくり　■ 生きがい・健康づくりの推進
■ 相談体制の整備　■ 生活支援の推進
■ 介護者への支援体制の整備　■ 温泉施設の活用
■ サービス提供者の支援体制の充実
■ ボランティア活動の推進と連携　■ NPO法人の活用と支援

3 高齢者の笑顔があふれる生涯現役のまちの実現

■ 母子・父子家庭への相談体制の充実
■ 母子・父子家庭への生活安定・自立の促進
■ 低所得者への支援

6 母子・父子・低所得者福祉の充実

■ 国民健康保険の健全化　■ 介護保険体制の充実
7 社会保障制度の充実

技【わざ】

産業・都市基盤・生活環境

自然と調和した 活力に満ちた 都市基盤づくり
７つの基本方針 その❺

■ 財政基盤の強化　■ 効果的・能率的な行政運営　■ 窓口サービス時間の拡大　■ 窓口対応の向上　■ 相談窓口の充実
■ 町民の意見箱の設置　■ 機構改革　■ 定員適正化の推進　■ 人事評価制度の導入　■ 職員研修制度の充実
■ 職員給与の適正化　■ 職員のアイデアを生かす提案制度の導入

1 効率的・効果的な行財政基盤の構築

心・技・体
すべてを支える施策

時流にあった 行財政基盤づくり
７つの基本方針 その❼

体【からだ】

健康・福祉

いきいきと健やかに暮らせる 健康・福祉づくり
７つの基本方針 その❻

▶策定の過程では、たいへん意
義深い議論が重ねられました。

ふるさとのまちづくりは、審議

会や行政内部だけでなく、実施

計画の策定も含めて、住民を

巻き込んだ形で行うべきだと改

めて感じました。効果的かつ計

画的に、行政のリーダーシップ

によって、この町を力強く牽引

していただきたいと思います。

総合計画審議会 しあわせ部会
定宗 義孝 部会長

▶「10年後の福智がどうある
べきか、どのように良くしたい

か」を思い描きながら、すべて

の住民が同じ目標に向かうこと

が重要です。依存するのではな

く、一人ひとりが何をすべきか

を考える雰囲気の醸成が必要

になります。近い将来、すばら

しい町づくりのシンフォニーが

奏でられることを願っています。

総合計画審議会 ふるさと部会
伊藤 洋史 部会長

　総合計画
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全体 上田　　毅　会長　 県立大 しあわせ部会委員
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松山　範昭　部会長 金田 公募
加藤　正士　副部会長 赤池 商工会
池長　一利　委員　 神崎 公募
犬丸　瑞穂　委員　 神崎 公募
楠木　靜則　委員　 伊方 議会・4/30まで
今野　正一　委員　 赤池 議会・4/30まで
新開　弘光　委員　 金田 議会・4/30まで
松永　通孝　委員　 神崎 公募
池永　利治　委員　 伊方 議会・5/25から
安永　榮一　委員　 上野 議会・5/25から
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伊藤　洋史　部会長 伊方 公募
大久保琢磨　副部会長 赤池 公募
植高　　二　委員　 金田 田川農業協同組合
杉　　　円　委員　 金田 公募
髙津　澄子　委員　 伊方 公募
出島　静吾　委員　 赤池 平成筑豊鉄道
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定宗　義孝　部会長 上野 公募
金山　松榮　副部会長 伊方 公募
大井　哲子　委員　 金田 公募・4/30まで
仲島貴久美　委員　 伊方 公募
藤井　　勉　委員　 赤池 公募
沼口　富生　委員　 上野 議会・5/25から

ゆ
め
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浦田　浩三　部会長 上野 公募
香月　隆司　副部会長 弁城 公募
加来　安子　委員　 弁城 公募
笠　　淳一　委員　 弁城 公募
小山こず江　委員　 赤池 公募
篠原　譲治　委員　 金田 公募
田中　和敏　委員　 神崎 公募
中村　博幸　委員　 金田 公募
矢野　義隆　委員　 金田 公募
渡　　正之　委員　 上野 福智町文化連盟

審議と経過

チェック４

　浦田弘二町長の諮問を受けて、昨年

の８月７日に発足した「福智町まちづく

り計画（総合計画）審議会」は、およ

そ１年間におよぶ協議を経て内容をまと

め、８月 20日に答申しました。審議会
８回、きぼう部会 13回、ふるさと部会
14回、しあわせ部会 13回、ゆめ部会 15回、計 63回もの会議を開催。
公募による住民、公共的団体、識見者、議員選出の各委員、延べ 32人
による協議で計画内容が深められました。

８月10日に開かれた最終審議会。約１年間におよぶ協議内容がまとめられました。

審議会と各部会
計６３回の会議重ねる。

第１次福智町まちづくり計画（総合計画）基本構想概要　問 役場企画課 企画係　☎ 22-7766


